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いつでもどこでも、より小さい消費電力で確実につなが
るワイヤレス通信システムの実現を目指しています。具
体的には、消費電力を抑える独自のシェイピング技術や
通信の信頼性を高める誤り訂正技術などの要素技術をは
じめ、それらを低演算で実装するための応用技術を研究
しています。また、限られた周波数資源でより多く IoT
デバイスの通信を可能とするアクセス方式の研究にも取
り組んでいます。
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本研究室では、新規な量子フォトニクスデバイス・シス
テムを開発し、AI などの次世代情報技術を支える光量
子コンピュータや、超小型・省エネな超短波長殺菌消毒
光源、メタバースを支えるウェアラブルディスプレイを
実現することで、脱炭素や安全安心、豊かな社会への貢
献を目指しています。具体的には、高機能な半導体レー
ザ、光をナノサイズに閉じ込め機能増強した量子光源や
光回路、超高精細なマイクロ LED 光源、多光子過程に
基づく高精度な結晶評価技術を開発し、これらを集約し
た光集積デバイス・システムを作製しています。
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